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NTT

計画平面図　S=1：600

平　面　図

６００Ｌ ９００Ｌ

２７１０

３０００

２２３０ ２２３０

３０００３０００ ３０００３０００ ３０００３０００

５００（※）

１１００

１２８５＋５０（切断寸法）
新設伸縮管

既設管　１５０Ａ　ＳＵＳ３０４ＴＰ

７＠４０００=２８０００

温泉橋　添架工　１５０Ａ　Ｌ＝２９５．９１ｍ（φ１６５．２×３．５ｔ　ＳＵＳ３０４ＴＰ）

２９５９１０

既設伸縮管

１１００

３０００

４０００
４０００

３０００

７＠４０００=２８０００

３０００

４０００
４０００

２２３０（※）

３０００
７＠４０００=２８０００

４０００
４０００

３０００

２２３０

７＠４０００=２８０００
４０００
４０００ ７＠４０００=２８０００

４０００
４０００

２２３０（※）

７＠４０００=２８０００
４０００
４０００
６＠４０００=２４０００
２２３０

４５０（※）
２８７０ 　　支持金具Ａ　分配横桁部　Ｎ＝２１Ａ

　　支持金具Ｂ　対傾構部　　Ｎ＝３９Ｂ

　　支持金具Ｃ　対傾構部　　Ｎ＝１Ｃ

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 A2

３０９７００橋　長　

４４２３０４４２３０４４２３０４４２３０４４２３０４４２７５ ４４２７５

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
ＢＢ Ｂ Ｂ

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ Ｂ ＢＢ

Ａ
Ｂ
Ａ Ａ
Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ
ＢＢ

Ａ Ａ
ＢＢ Ｂ Ｂ ＢＢ Ｂ ＢＢ

Ａ Ａ Ａ
ＢＢ Ｂ

Ａ Ａ Ａ
ＢＢ Ｃ

新設伸縮管 既設伸縮管

新設伸縮管
支持金具Ｂ

（部分撤去）
現場ラッキング
（再利用）

既設ラッキング 現場ラッキング
（新設）

保　温　防　食

現場調整管
既設切断位置

１１００
※１

５０以内
（既設切断位置）

　　　伸縮管面間寸法は既設と同寸法とする

※１：既設管の切断位置は伸縮管面間を考慮し決定すること

既設管　１５０Ａ　ＳＵＳ３０４ＴＰ 新設伸縮管 新規入替　１５０Ａ　ＳＵＳ３０４ＴＰ
φ１６５．２×３．５ｔ

φ１６５．２×５．０ｔ

２９５９１０１２８５
２７１０５００

既設管　１５０Ａ　ＳＵＳ３０４ＴＰ

平　面　図 平　面　図
Ａ１側 Ａ２側現場状況に応じて適宜調整を行い施工する事

端部詳細図　S=1：50

現場調整管 ５０以内
（既設切断位置） 現場保温防食後設置

支持金具Ｃ

現場保温防食現場ラッキング
（新設）

現場保温防食

保　温　防　食

１１００２９５９１０ ２７００
２８７０ ４５０

既設管　１５０Ａ　ＳＵＳ３０４ＴＰ既設伸縮管新規入替　１５０Ａ　ＳＵＳ３０４ＴＰ
φ１６５．２×３．５ｔ

φ１６５．２×５．０ｔ

▲：現場溶接個所を示す。
　
・

・配管寸法、支持金具形状については、足場工実施後に現地確認を行う事。

・（※）寸法は現場調整管とする。

・現場突合せ溶接部はＸ線検査を行う事。（１リング１枚）

・対傾構部は既設山形鋼の向きに合せて金具を設置すること。

保温防食

ｔ＝２５ｍｍ

防水シート　５００×７５０

防水シート　８００×７５０

防食詳細図　S=Free継手部詳細図　S=1：20

注　記発泡ウレタン　ｔ＝２５ｍｍ

溶接用カバー　Ｃ２０Ｙ（６００）

６００
４００
２００２００

２
１
９
φ

標準部

調整管部（Ｐ２，Ｐ５）

５００
７００
９００

溶接用カバー　Ｃ２０Ｙ（９００） ２００

発泡ウレタン　ｔ＝２５ｍｍ

２
１
９
φ

鋼　管

Ｌ６９－５０Ｔ（ブルー）

ポリウレタン樹脂塗料

トップコート

Ｆ　Ｒ　Ｐ

φ１６５．２×５．０ｔ
φ１６５．２×３．５ｔ

ＳＵＳ３０４ＴＰ

発泡ウレタン
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工事名

図面名 　支持金具詳細図1

縮
尺

測
量

図
番

設
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製
図

令和6年　　月　　日

関　川　村

　図示

支持金具詳細図１　S=1：5
材質：ＳＳ４００＋溶融亜鉛めっき（ＨＤＺＴ７７）

　2/6
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１
５
．
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５
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１
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可動型サドル
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２

ＨＤＺＴ４９
Ｂ．Ｎ　Ｍ１２×７０

１２１２

Ｎ＝２１

Ａ－Ａ矢視図

支持金具Ａ　分配横桁部
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200

50
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補修塗装範囲
（参考）

9595

230

Ｎ＝３９
支持金具Ｂ　対傾構部

Ｂ－Ｂ矢視図
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可動型サドル

ＨＤＺＴ４９
Ｂ．Ｎ　Ｍ１２×５５

Ｕバンド

ＨＤＺＴ４９
Ｂ．Ｎ　Ｍ１２×５０

Ｌ５０×５０×６

ＨＤＺＴ４９
Ｖボルト　Ｍ１２

５０

４
２
０

３
０

１
０
４

２
８
６

３０２０

５０

２
９
４

５
０
１
１
５
．
５

４
２
０

９
０
３
６

φ２１
９
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補修塗装範囲
（参考）

２９５２９５

５９０ ５９０

２９５ ２９５

注　記

補修塗装（参考案）

塗　　料　　名

（６０）
弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗
（鋼板露出部のみ）

３０弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

２５弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１２０弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

（塗色未定）

目標膜厚（μｍ）

グローブバック(2種ｹﾚﾝ)

グローブバック(2種ｹﾚﾝ)

2種ｹﾚﾝ（グローブバック使用）　61箇所

・横桁挟み込み部はフランジ厚を再確認し製作する事。

・補修塗装を行う範囲は再度協議の上決定する事。

・補修塗装は既設道路橋の塗装仕様について確認し協議を行う事。

・既設支持金具撤去後は設置箇所の補修塗装を行う事。

・既設支持金具は、撤去後に工場施工にて塗膜除去（PCB含有）を行う。

　いることから適切なケレン作業及び処分を行うこと。

・道路橋桁補修塗装部及び既設支持金具の塗装にはPCBを含有して 　温泉橋添架配水管更新工事
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支持金具詳細図２　S=1：5
材質：ＳＳ４００＋溶融亜鉛めっき（ＨＤＺＴ７７）

　支持金具詳細図2
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Ｎ＝１
支持金具Ｃ　対傾構部

既設支持金具と通水管の高さ　※　の確認を行う事
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SKﾊﾟﾈﾙ SK3000 ＠660

巾木 番線固定
単管手摺 φ48.6×2.4

ｱｻｶﾞｵ φ48.6×2.4 ＠1,800

高欄天端ﾗｲﾝ
地覆天端ﾗｲﾝ

昇降ｽﾃｯﾌﾟ足場落下防護ﾈｯﾄ張り
W=5,280
荷取りｽﾃｰｼﾞ

 昇降用ﾌﾞﾗｹｯﾄ足場

昇降用階段足場(2段)

高欄位置

SKﾊﾟﾈﾙ SK3000 ＠660

単管手摺 φ48.6×2.4

ｱｻｶﾞｵ φ48.6×2.4 ＠1,800

巾木 番線固定

SKﾊﾟﾈﾙ SK3000 ＠660

単管手摺 φ48.6×2.4

ｱｻｶﾞｵ φ48.6×2.4 ＠1,800

巾木 番線固定

ｱｻｶﾞｵ φ48.6×2.4 ＠1,800

SKﾊﾟﾈﾙ SK3000 ＠660

吊ﾁｪｰﾝ(ﾙｰﾌﾟ吊) ＠660

ｱｻｶﾞｵ φ48.6×2.4 ＠1,800

昇降用桟橋
昇降用桟橋

SKﾊﾟﾈﾙ SK3000 ＠660

ｱｻｶﾞｵ φ48.6×2.4 ＠1,800

SKﾊﾟﾈﾙ(L=3,000) ＠660

吊ﾁｪｰﾝ(ﾙｰﾌﾟ吊) ＠660

吊ﾁｪｰﾝ(ﾙｰﾌﾟ吊) ＠660

落下防護ﾈｯﾄ張り 昇降ｽﾃｯﾌﾟ足場 落下防護ﾈｯﾄ張り 昇降ｽﾃｯﾌﾟ足場落下防護ﾈｯﾄ張り 昇降ｽﾃｯﾌﾟ足場落下防護ﾈｯﾄ張り 昇降ｽﾃｯﾌﾟ足場落下防護ﾈｯﾄ張り 昇降ｽﾃｯﾌﾟ足場

踊場 SKﾊﾟﾈﾙ(L=3,000) ＠660
踊場 SKﾊﾟﾈﾙ(L=3,000) ＠660

荷取りｽﾃｰｼﾞ(ｱﾙﾐ足場板 3.5ｍ 6枚､2.0ｍ 6枚) 荷取りｽﾃｰｼﾞ(ｱﾙﾐ足場板 3.5ｍ 6枚､2.0ｍ 6枚) 荷取りｽﾃｰｼﾞ(ｱﾙﾐ足場板 3.5ｍ 6枚､2.0ｍ 6枚) 荷取りｽﾃｰｼﾞ(ｱﾙﾐ足場板 3.5ｍ 6枚､2.0ｍ 6枚) 荷取りｽﾃｰｼﾞ(ｱﾙﾐ足場板 3.5ｍ 6枚､2.0ｍ 6枚) 荷取りｽﾃｰｼﾞ(ｱﾙﾐ足場板 3.5ｍ 6枚､2.0ｍ 6枚)
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高水敷▽34.847
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1：2

ＭＦＭＦＭＦＭＦＭＦＭＦＭ Ｆ橋座面▽40.347

309700橋　長
445 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430支　間　長 445

309700橋　長

445 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430支　間　長 800 43430 445
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側　面　図 S=1:600

官民
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HWL▽38.347
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温泉橋
L=307,560

　図示

令和6年　　月　　日

製
図

設
計

図
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測
量

縮
尺

図面名

工事名

関　川　村

平　面　図 S=1:600

A 1部 断面詳細図 S=1:50 A 2部 断面詳細図 S=1:50

余裕高▽39.847

H.W.L ▽38.347

15
00

ｷｬｯﾁｸﾗﾝﾌﾟ止め(振止め)

落下防護ﾈｯﾄ張り

昇降用ｽﾃｯﾌﾟ
2650 2350

5000

吊りﾁｪｰﾝ(ﾙｰﾌﾟ吊り) ＠660
吊り金具

吊りﾁｪｰﾝ(ﾙｰﾌﾟ吊り) ＠660

巾木

落下防護ﾈｯﾄ

巾木
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3,0003,000足場板高さ

S=1:50

吊り金具

吊りﾁｪｰﾝ(ﾙｰﾌﾟ吊り) ＠660

足場板高さ

2650

SKﾊﾟﾈﾙ(L=3,000)

巾木

手摺

落下防護ﾈｯﾄ

吊りﾁｪｰﾝ(ﾙｰﾌﾟ吊り) ＠660
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00
0

A 11-1 A 23-3P 6～P 12-2

SKﾊﾟﾈﾙ(L=3,000)SKﾊﾟﾈﾙ(L=3,000)

2,775

10
00

落下防護ﾈｯﾄ

3,000

直交ｸﾗﾝﾌﾟ ARC1

巾木(H=150以上)

ｱｻｶﾞｵ単管 φ48.6×2.4 ＠1,800内外

S=1/10
吊り部詳細図

SKパネル 3,000

流し材
φ48.6×2.4

SKﾊﾟﾈﾙ SKP**
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昇降用足場

　温泉橋添架配水管更新工事

P 1～6部 断面詳細図



1：2

▽34.339
高水敷▽34.847

1：2

　図示

令和6年　　月　　日

製
図

設
計

図
番

測
量

縮
尺

図面名

工事名

関　川　村

▽HWL

▽余裕高

▽HWL

▽余裕高

足場参考図2
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踊場 SKﾊﾟﾈﾙ(L=2,000) ＠660

SKﾊﾟﾈﾙ SK3000 ＠660

巾木 番線固定

単管手摺 φ48.6×2.4

ｱｻｶﾞｵ φ48.6×2.4 ＠1,800

 巾木 番線固定

 単管手摺 φ48.6×2.4

 ｱｻｶﾞｵ φ48.6×2.4 ＠1,800
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踊場 SKﾊﾟﾈﾙ(L=2,000) ＠660

SKﾊﾟﾈﾙ SK3000 ＠660

 ｱｻｶﾞｵ φ48.6×2.4 ＠1,800

 吊ﾁｪｰﾝ(ﾙｰﾌﾟ吊) ＠660

　足場参考図2
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A1 橋台部側面仮設計画図  S=1/50 A2 橋台部側面仮設計画図  S=1/50

A2 橋台部 平面仮設計画図  S=1/50A1 橋台部 平面仮設計画図  S=1/50

　温泉橋添架配水管更新工事
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 SKﾊﾟﾈﾙ SK3000 ＠660
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 巾木 番線固定
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落下防護ﾈｯﾄ張り
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足場参考図3

　足場参考図3
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各橋脚部平面仮設計画図  S=1/50

各橋脚部側面仮設計画図  S=1/50

　温泉橋添架配水管更新工事


